
          茶病害虫防除情報        令和 5 年 2 月 24 日 

【第 13 号】       鹿児島県経済連・肥料農薬課 

           主要病害虫の生態と防除ｼﾘｰｽﾞ（11） 

             褐色円星病（緑斑症状） 

発生と防除のﾎﾟｲﾝﾄ 

普遍的にみられる病害であるが、本県では発生・被害は少ない。静岡県では発生が

増加傾向にあり、被害も問題にされている。緑斑症状と褐色円星症状の病徴がある。

一～三番茶摘採残葉、秋芽葉に緑斑症状を発生し、病葉は秋～春期にかけ徐々に落葉

するため被害は慢性的な樹勢低下をもたらす。新葉から硬化した成葉にも感染し、一

番茶期から秋芽生育期まで、連続して発生する。このため炭疽病などの薬剤防除で同

時防除されており、特に本病対象の防除は実施されない。樹勢の低下した園で発生し

やすいため更新などで樹勢回復を図ることが大切である。 

 

 発生生態 

  病原菌の種類  糸状菌･不完全菌類 （ｻｰｺｽﾎﾟﾗ ﾁｬｱｴ） 

 

  発生の状況  普遍的に発生 被害小 

 

病徴と診断  成葉にほぼ円形の赤褐色小型病斑を生じる褐色円星症状と､葉裏に濃

         緑の隆起した小さなあざ状病斑を生じる緑斑症状の2症状がある｡ 

         主に､緑斑症状は春～秋にかけて発生し､それが進展し、褐色円星症状

は秋～春にかけて発生する｡緑斑症状病斑は拡大･融合し､大きくなる｡ 

         緑斑症状の一部は褐色円星症状へ進行する｡ 

         病葉はいずれもきわめて落葉しやすい｡ 

 

  被害の様子  一見目立たない病害であるが､病葉の激しい落葉のため葉相がうすく

         なり､樹勢が徐々に低下し､減収・品質低下をもたらす｡ 

               乗用型摘採機での摘採では､落葉した病葉が混入して収葉され､外観品

         質が低下する｡ 

 

  病原菌の性質  発育適温：23～28℃  その他の条件：多雨･多湿を好む 

 

  伝染･感染方法  越冬：病斑内や葉層内枯葉病斑で菌糸の状態で越冬   

           伝染：褐色円星症状病斑上に形成された分生子が降雨で飛散･伝搬 

           感染：主に新葉(裏側)に感染するが､硬化した成葉でも感染する 

 

  潜伏期間  20～30日で緑斑症状が発生 



  発生消長  新芽生育が続く一番茶期～秋期まで発生し続け､主に､二～三番茶芽、秋

芽への感染が多い｡ 

 

  発病条件  樹勢の悪い園､更新を要する園で発生しやすい。   

        多雨･多湿条件で発生が助長される。 

                陽があたりにくく､湿度が高い裾部茶葉に発生しやすい。 

 

 防除方法 

 防除のﾎﾟｲﾝﾄ  ① 二・三番茶期、秋芽生育期に薬剤防除する｡(他の病害と同時防除) 

          ② 樹勢の維持を図る肥培管理を行う。 

          ③ 樹勢不良園で、発生の多い園は､中切り､深刈りなどの更新を行い､

樹勢回復と伝染源の一掃を図る。 

          ④ 裾葉に発生が多いので､充分薬剤がかかるように散布する。 

    具体的防除方法 

   耕種的防除法 

    多発生園では、深刈り、中切り等更新により伝染源の除去と樹勢の回復を図る。 

 

   薬剤防除法 

防除時期 農 薬 名 希釈倍数(倍) 使用基準  備考 注意事項 

一・二・三番茶期 

萌芽～1 葉期 

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 

ﾍﾞﾌﾄﾞｰ水和剤 

【ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系】 

ﾅﾘｱ WDG 

【DMI 剤】 

ｽｺｱ顆粒水和剤 

ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

   1000 

    500 

    

 2000 

 

   2000 

5000～8000 

2000～3000 

10 日前 1 回 

7 日前 2 回 

 

7 日前 2 回 

 

7 日前 2 回 

7 日前 2 回 

7 日前 2 回 

・炭疽病などと同時防除する。 

 

 

・ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系剤は耐性菌発生に留意する。 

・DMI 剤は秋芽生育期に使用予定の場合

は避ける。 

・ｽｺｱ、ｲﾝﾀﾞｰは米国輸出茶栽培に使用出

来る。 

二・三番茶期 

摘採後 

 

秋芽生育期 

萌芽～4 葉期 

同上及び 

ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ SC 

ﾌﾘﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾆﾏｲﾊﾞｰ水和剤 

ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ｶｯﾊﾟｰｼﾝ水和剤 

【銅水和剤】 

ｺｻｲﾄﾞ 3000 

ﾌｼﾞﾄﾞｰ L ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

 

    2000 

    2000 

   1000 

   1000 

   1000 

 

   1000 

    500 

 

14 日前 1 回 

14 日前 2 回 

14 日前 1 回 

14 日前 2 回 

14 日前 2 回 

 

14 日前 ― 

14 日前 ― 

・三番茶不摘採園は三番茶芽、三番茶摘

採園は秋芽生育期の防除が重要。 

・秋芽生育期は炭疽病などと同時防除す

る。生育初期～硬化初期まで防除する。 

・ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ、ﾌﾘﾝﾄ、ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ米国輸出茶

栽培園に使用できる。 

・銅水和剤は JAS 有機栽培、輸出茶栽培

園に使用できる。 

 



    褐色円星病（緑斑症状）写真 

   

              褐色円星病菌 分生子      

   

緑斑症状 少発           緑斑症状 多発     葉表 緑斑症状 

                      （一部褐色円星症状へ進展） 

  

 褐色円星病多発生で落葉し、成葉が減少した園 

 新芽芽数も減少し、生育も不良（旧茶業部園） 


